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平成 26 年 8 月 31 日（日）、旭川赤十字病院 

外来棟 2 階講堂におきまして、第 5 回北海道呼

吸療法セミナーが開催されました。本セミナー

では各分野でご活躍の先生方 5 名を講師に迎

え、5 題の教育講演が行われ、日々の業務です

ぐに役に立つ有意義なセミナーとなりました。 

参加人数につきましては、定員 120 名のとこ

ろ一般 115 名、学生 1 名の計 116 名で、ほぼ満

員となりました。   

教育講演で講演される相嶋一登先生 

セミナーの様子 

また、首都圏や札幌へ行かなければ獲得でき

なかった 3 学会合同呼吸療法認定士（25 点）

や呼吸療法専門臨床工学技士（5 点）のポイン

トを獲得できる貴重なセミナーを、道北圏で開

催出来たことは大変意義深く、呼吸療法に携わ

る会員の皆様に貢献できたと思っております。 

本セミナーにご協力いただき、講義をしてい

ただいた先生方、共催いただいた各社の皆様に

深く御礼申し上げます。 
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◆RM ニュース◆ 
 
＜カテーテルミスで患者死亡＞ 

 名古屋の病院は 12 日、2012 年 8 月に 60 代の

男性患者の静脈にカテーテルを挿入しようとした

際、誤って動脈を傷つけたため、その患者が大量

出血を起こし、死亡していたと発表した。ミスを認め

て遺族に謝罪し、賠償金を支払うことを検討してい

る。 

 病院によると、男性は急性散在性脳脊髄炎で入

院。吐いた栄養剤が肺に入り重体となったため、救

急科の医師 4人が治療に当たった。 

 栄養を注入するためのカテーテルを差し込んだ際

に場所を間違えたことに気付いたが、再び挿入して

いた。患者は約 6 時間半後にせき込んで大量出血

を起こし、その 2時間半後に死亡した。 

 医師らは動脈を傷つけたことを把握し、止血の処

置をしていたが、その場所も間違えていた可能性が

ある。4人の中には医師歴 20年のベテランもいたと

いう。 

 院長は「きちんとマニュアルを守っていれば、避け

ることができた事故だった。医師への指導を徹底

し、再発防止に努める」と話した。 

共同通信社  2014年 9月 16日(火) 配信 

電波環境協議会による「医療機関における 
携帯電話等の使用に関する指針」について 
 

本指針は、上記状況に鑑み、医療機関でのより

安心・安全な携帯電話等の無線通信機器の活用

のために、有識者、医療関係団体、携帯電話各社

や関係省庁等による検討を行い作成したものであ

る。今後、各医療機関において、本指針を参考

に、携帯電話等の使用に関する合理的なルール

が定められることが期待される。 

なお、本指針の公表にともない、平成 9 年に不

要電波問題対策協議会から公表した「医用電気

機器への電波の影響を防止するための携帯電話

端末等の使用に関する指針」※2は廃止する。 

※1…付近の電気機器等からの電磁波などによっ

て自身の動作が阻害されない能力。 

※2…http://www.emcc-info.net/others/keitai.

html 

 

指針の目的・背景 

医療機関（病床数 20 床未満の診療所も含む。

以下同じ。）における携帯電話等の使用について

は、これまで、医療機器の電磁的耐性※1 に関す

る薬事法（昭和 35 年法律第 145 号）に基づく規

制、平成 9 年に不要電波問題対策協議会（現・電

波環境協議会）から公表された指針及びマナーの

問題等を総合的に勘案して、各医療機関におい

て独自にルールが定められてきた。 

一方、この間、携帯電話等の日常生活への浸

透、第二世代の携帯電話サービスの廃止、医療機

器の電磁的耐性に関する性能の向上等、関連す

る状況が大きく変化してきている。 

また、医療機関における携帯電話等の無線通

信機器の積極的活用は、医療の高度化・効率化

や患者の利便性・生活の質（QOL）の向上に大き

な効果が見込まれるため、今後、安全を確保しつ

つその推進を図ることが、非常に重要である。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の webサイトをご覧ください。 

平成 26 年度 9 月までの理事会からのお知らせ 

・ 第 25 回北海道臨床工学会の運営について 

・ 団体賠償責任保険制度の更新について 

・ 内閣府への平成 25 年度報告が受理される 

・ 第 1 回北海道東北臨床工学会について 

（平成 26 年 11 月 1 日～2 日、秋田県） 

・ 会費未納者の対応について 

＜医療過誤？：胃ろう管外れ、男性死亡  

新潟の病院、29日会見 ／新潟＞ 

 新潟市の市民病院で今年8月、胃ろうの手術を受

けた 70代男性が転院先の民間病院で胃ろうのチュ

ーブが抜け、腹膜炎を発症して死亡していたことが

わかった。同病院は医療過誤の可能性があったとし

て、調査を進めている。 

 男性は 8 月 22 日、民間病院から市民病院に転

院。腹壁に穴を開けてチューブを通し胃に栄養を

送る胃ろうの手術を受けた。同 27 日に民間病院に

再度転院したが、同 31 日にチューブが抜けている

のが見つかり、市民病院に搬送されたが、同日中に

死亡した。死因は腹膜炎と見られる。 

 市民病院は、チューブが外れたのは、チューブを

体に固定する器具の使用法を誤ったのが原因であ

った可能性があるとして、既に男性の家族に状況を

説明し、謝罪しているという。 

 市民病院の担当者は毎日新聞の取材に「現在は

コメントできない」としており、29 日に記者会見を開

いて詳しい事情を説明するとしている。 

毎日新聞  2014年 9月 27日(土) 配信 

****************************************** 

2014 年 11 月 30 日（日） 

「第25回北海道臨床工学会」 

会場 北海道大学学術交流会館  

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

演題登録期間：10月7日～10月30日 

＜座長の公募について＞ 

北海道臨床工学技士会では第 25回北海道臨

床工学会の座長を公募します。ただの司会と

座長は全く意味が違います。司会ではなく学

術的にセッションを仕切って頂ける座長の立

候補をお願い致します。 

希望される方は（公社）北海道臨床工学技

士会ホームページの座長公募登録フォームか

ら登録して下さい。応募多数の場合は学術委

員会で調整させて頂くことをご了承下さい。 

応募期間：平成 26 年 10 月 1 日～10 月 25 日 

****************************************** 

2014 年 12 月 7 日（日） 

「第9回医療安全セミナー」 

会場 北海道大学学術交流会館  

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

****************************************** 

2014 年 10 月 25 日（土） 

「アフェレシス技術セミナー2014」 

会場 札幌北楡病院 講堂 

札幌市白石区東札幌6条6丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2014 年 11 月 1 日（土）～2 日（日） 

「第1回北海道東北臨床工学会」 

会場 秋田県総合保健センター  

秋田市千秋久保田町6番6号 

http://01hotoce.www2.jp/ 

****************************************** 

2014 年 11 月 22 日（土） 

「北海道心カテセミナー2014vol.1 
造影剤腎症と腎保護」 

会場 TKP札幌ﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ赤れんが前 

札幌市中央区北4条西6丁目 

（旧毎日札幌会館5F） 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

 

 

北海道保健福祉部地域医療課 
救急医療グループからの報告 

（9/8 付） 
 「超！！旬 ほっかいどう」という北海道庁

のブログに「救急医療週間をご存じでしたか？」

というコーナーがあり、その中で「AED 日常点

検については、公益社団法人北海道臨床工学技

士会の講師の方々が無料講習を実施していま

す」と掲載され当会の HP へリンクしたと報告

がありました。 
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このコーナーは、平成２５年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成２６年３月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し、現在、函館五稜郭病院にて勤

務中の小野寺一起さんが３人の同期と一緒に奮闘している様子を紹介してくれます。 

函館五稜郭病院 

小野寺 一起  

（吉田学園医療歯科専門学校 卒業） 

4 月から函館五稜郭病院の臨床工学科に勤務

している小野寺です。同期で入職した「新人 4

人」で切磋琢磨し合いながら、日々の業務を行

っています。 

 当科では新人育成カリキュラムが組まれてお

り、２名が「血液浄化業務」を６ヶ月間、１名

が「心臓カテーテル室業務、ME 業務」を３ヶ

月間、１名が「手術室業務」を３ヶ月間で、そ

れぞれを４名で交代しながら1年間で各業務の

内容を一通り学んでいきます。 

 私は現在、血液浄化業務を担当しており、透

析センターでのプライミング操作や準備作業、

治療中の確認作業や返血操作などに携わってい

ます。また、集中治療センターでのCHDF、PE、

病棟で実施しているCARTなども習得中です。 

 心臓カテーテル室では必要物品の準備からポ

リグラフ、IVUS、IABP等機器の操作を担当、

検査のない時間帯はME業務を担当し、病棟へ

の貸出・返却業務、各種機器の点検業務などを

行っています。 

 手術室では、外科・整形外科・心臓血管外科・

泌尿器科・眼科などを中心に、各種機器の準備、

立会い操作をはじめ、麻酔器の始業点検や使用

機材の点検・管理を担当しています。 

 新人同士の取り組みとして、週に１度ミーテ

ィングを行い、担当交代の時に円滑に業務移行

できるよう、学んだことや気付いた事など、些

細な情報でも交換し合いノートにまとめ共有し

ています。また、上司や先輩に見てもらい適宜

指導を受けて学んでいます。 

実際に臨床現場に出て、臨床工学技士として

の知識や技術不足を痛感しているので、今後も

ミーティングを続けて、少しでも諸先輩方に近

づけるよう、努力したいと思います。また、幅

広い業務の中で、少しでも患者様の力となれる

ように経験を積み重ね、高いレベルで成長し、

一日でも早く一人前になりたいと思っていま

す。 

社会人、医療人として、まだまだ未熟な私た

ちですが、自覚と責任を持って、より良い医療

を地域と患者様に提供出来るよう、精進してい

きたいと思います。 （左から、長谷部栞里、藤田隆稔、小野寺一起、宮川聖也） 
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「PMDA 医療安全情報」で提供する情報は、

これまでに収集されたヒヤリ・ハット事例や副

作用・不具合報告の中から、同様の事象が繰り

返し報告されている事例若しくは添付文書改

訂等を通知した事例などについて、総合機構が

医師・薬剤師・看護師・臨床工学技士等の医療

従事者や人間工学分野などの専門家及び医薬

品又は医療機器製造販売業者の業界団体の意

見を参考として、医療従事者に対して安全に使

用するために注意すべき点などを図解等を用

いてわかりやすく解説し、広く周知することを

目的に作成したものです。 

 ご不明な点などありましたら、PMDA 医療

安全情報に記載の「お問い合わせ先」にお尋ね

ください。 
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皆さんこんにちは。公益事業推進委員会です。今回も公益事業推進委員会の活動について報告させて

頂きます。2014 年は AED が一般市民の使用が解禁されてちょうど 10 年になります。スポーツ中の痛まし

い死亡事故等全国で多数あり、遺族の方々や医療現場からの強い要望で医療従事者、航空会社客室乗

務員と使用の門戸を徐々に広げていった成果と言えると思います。日本心臓財団調べによると H24 年末

の時点で 45万台弱の AED が国内に存在し、そのうち 35 万台が公共施設や民間施設に配備されている

そうです。普及が成果を挙げている反面、普及日常点検の不徹底による AED 不具合も報じられている状

態にあります。我々公益事業推進委員会の活動で AED の日常点検の重要性を啓蒙し、使えない恐れが

ある AEDを減らしていけたらと考えています。 

■公益活動実績 

【AED日常点検講習】 

ダイナム美しが丘店ゆったり館（札幌市）…2014年 6月 10日 

二度目の受講となり前回からの管理状況の確認も行い、その効果が確認できました。 

 

まこまない明星幼稚園（札幌市）…2014年 6月 11日 

初の幼稚園開催となりました。施設側の要望で AED を中心とした救急蘇生の実習を併催し大変

好評を頂きました。 

 

帯広ハイヤー株式会社（帯広市）…2014年 6月 11日 

今年三月からタクシー車内に AED を設置した帯広ハイヤーさんで講習を実施しました。建物据

え付けではなく、振動や室温の乱高下が激しいと思われるタクシー車内（トランク内）での管理に

ついてアドバイスさせて頂きました。 

 

社会福祉法人函館厚生院介護老人施設もも太郎（函館市）…2014年 6月 20日 

こちらの施設でも AEDを中心とした救急蘇生の実習を併催いたしました。 

 

デイケアセンターあじさい（札幌市）…2014年 9月 26日 

こちらの施設でも AEDを中心とした救急蘇生の実習を併催いたしました。 

 

【市民公開講座】 
北海道科学大学オープンキャンパス特別講演…2014年 9月 27日 

昨年に引き続き、北海道科学大学（旧・北海道工業大学）臨床工学科進学志望の学生および父

兄の方々に対し、技士会の活動を中心とした卒業後の臨床工学技士の活躍について講演しまし

た。AED各種の展示も行い、多数の見学、質問を頂きました。 

 

【学会発表等】 
＜予定＞ 

第１回北海道東北臨床工学会にて当委員会の雲母、池田委員が公益活動について発表する予定です。 

#6 



2014-(7)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１４年１０月 

（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 

 



2014-(8)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１４年１０月 



2014-(9)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１４年１０月 



2014-(10)              公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１４年１０月 
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北海道臨床工学技士会ニュース 
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